
(1)　本工事において、生徒・学校関係者及び近隣住民に対する安全に万全を期すものとし、安全上必要なもの及び監督員の指示があったものは、速やかに対処すること。

   工　事　概　要 Ⅰ

２　工　　事　　場　　所

３　工　　事　　種　　目

備　　考

　　　安全対策

　草加市建設工事請負契約約款第２０条の規定及びその他の理由で工事を中止する場合は、受注者の責務において工事用地等の安全を確保するものとする。

　　原則として、排出ガス対策型、低騒音型及び低振動型を使用すること。なお、建設機械の借入れに当たっては、市内業者を優先的に配慮するよう努めるものとする。　

　　適用する

　火災保険等

　本工事に係わる諸官庁への届出は速やかに行うこと。なお、諸費用は本工事に含むものとする。

　保全に関する資料　                       　提出しない　　　  　提出する

部数　（　　部）

部数　（　　部）

部数　（　　部）

部数　（　　部）

　協力業者は、市内業者を優先的に配慮するよう努めるものとする。

部数　（　　部）　　サイズ　　　（カラーサービス版）　　　（黒表紙、金文字）　完成写真　　　　　提出しない　　　　　提出する　

部数　（　　部）　　サイズ　  　（カラーサービス版）　工程写真　着工前及び工程順に撮影し、整理後提出する。

　既存部分で汚染又は損傷のおそれのあるものは、適切な方法で養生を行う。損傷を与えた場合は速やかに監督員に報告するとともに、受注者の責任において、復旧工事

を行うこと。

　作成しない　　　　作成する     

　規格品（ＪＩＳ・ＪＡＳ）がある材料は優先的に使用する。なお、規格品の改訂及び変更が生じた場合は、監督員と協議する。１０）　規　格　品  等

１１）　協力業者の選定

１２）　養　　生

１３）　諸官庁届出

１４）　完成図等

１５）　写　　真

１６）　設計ＧＬ

１７）　電気保安技術者

１８）　条件明示事項

１９）　建設機材

２０）　工事を中止する場合の

　４）　建築材料等

　着工に先立ち、全体工程表及び施工計画書を作成し、監督員の承諾を受けてから施工する。

　色柄等は、監督員の承諾を受けてから施工する。

    場外搬出適正処理

　　ｂ）　産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。

 　　　　｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣その他関係法令等に従い適切に処理し、監督員に報告する。

　５）　関係書類

　６）　工程表・施工計画書

　７）　色　　柄

　８）　発生材の処理等

　関係書類は、草加市の様式とする。部数については、協議の上、決定する。

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

　　ｄ）　コンクリート舗装版、アスファルト舗装版及びこれらの重複舗装版の切断作業を行う場合は、濁水を吸引の上、タンクに貯留し、作業終了後速やかに

３　特　　記　　仕　　様

 Ⅱ   工　事　仕　様

項　　　目 特　　記　　事　　項

（○印の付いたものを適用する）

   「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

   「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

   「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

   「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」

   「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

   「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」

   （以下「標準仕様書」という）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

   「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

   「埼玉県機械設備工事特別共通仕様書」

   「埼玉県電気設備工事特別共通仕様書」

（２）　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）　製造所名は、「株式会社」等の記載は省略する。

２　優　　先　　順　　位

１　一般共通事項

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）　１）　適用基準等

　２）　疑義

    建築工事標準詳細図

    鉄骨設計標準図

    埼玉県建築工事実務要覧

　本工事の設計図書において疑義が生じた場合は、監督員と協議の上、決定する。

　監督員と協議を行った結果、必要に応じて、草加市建設工事請負契約約款に基づき設計変更を行う。ただし、納まり等の軽微な変更は、設計変更の対象としない。

とする。

　３）　設計変更　

　　　　排水を処理施設へ運搬処分する。

　　ｅ）　建設副産物情報交換システム（通称「ＣＯＢＲＩＳ」）に入力を行い、施工計画作成時に、「再生資源利用計画書」「再生資源利用促進計画書」及び「工事登

　　　　録証明書」、完了時に「再生資源利用実施書」「再生資源利用促進実施書」及び「工事登録証明書」を提出すること。

（１）　項目は全て適用する。

　なお、資材の購入に当たっては、市内業者を優先的に配慮するよう努めるものとする。

　　ｃ）　引渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、｢資源の有効な利用の促進に関する法律｣｢建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律｣

　また、グリーン購入法調達基準適合商品を優先的に採用し、工事完了後に品名・使用数量等について文書で報告すること。

　なお、草加市建設工事請負契約約款第２５条で規定する請負代金額の変更協議については、設計図書の訂正又は変更に伴う変更工事価格に落札率を乗じた額で行うもの

    引渡しを要するもの図示

 　 ａ）　発生材のうち特記により、引渡しを要するものは、指示された場所に整理の上、調書を添えて監督員に報告する。

　９）　建設発生土の処理     場外搬出適正処理（・土質改良プラント　・その他（リサイクル施設））　　　構内指示の場所にたい積　　　構内指示の場所に敷き均し

　建設発生土は、指定処分とし、搬出を想定している施設は次のとおりとする。

　なお、別の施設を選定する場合は、事前に監督員の承諾を得るものとする。また、搬出に先立ち、受け入れ条件等を確認し、監督員に報告するものとする。

    搬出先（名称：　　　　　　　　　　　　　、所在地：　　　　　　　　　　　）

　　　　「建設発生土搬出のお知らせ」を郵送・FAX等で提出し、その写しを施工計画書に添付し監督員に提出するものとする。

 　 ｂ）  受注者は、100ｍ3以上の建設発生土を草加市外に搬出する場合は、搬出前に搬出先市町村の担当窓口宛てに、搬出先市町村が定めた様式による

 　　ａ） 　受注者は、500ｍ3以上の建設発生土を搬出する場合は、埼玉県土砂の排出、たい積等の規制に関する条例（埼玉県土砂条例）に基づき、土砂排出届出書を受理担当機関へ提出するものとする。　

１　共　　通　　仕　　様

　なお、これら完成図等については、工事完成後速やかに提出すること。

１

作成しない　　　　作成する           

作成しない　　　　作成する           

作成しない　　　　作成する           

　完成図［電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）にＣＡＤデータ+画像データ（TIFF､JPEG等）記録したもの一式］（２部）

特　　記　　事　　項項　　　目特　　記　　仕　　様　　書

   草加市谷塚上町６２番地

   外構改修工事　　　一式

   撤去工事　　　　　一式

１

１

　完成図［黒表紙、金文字にて製本（サイズＡ４版）］

　完成図［黒表紙、金文字で二つ折り製本（サイズＡ１又はＡ２版）］

　完成図［黒表紙、金文字で二つ折り製本（サイズＡ３縮小版）］

２１）　境界資料

２２）　既存杭の保全

　受注者は発注者に対し、工事に係る境界の資料を求めるものとする。

　受注者は工事の施工にあたり、境界杭、民杭を含めた全ての既存杭の保全について、責任を負わなければならない。なお、民杭を撤去・復旧する場合は、他権者に

立会いを求め、責任をもって行うこととする。

２３）　境界杭の確認

　（１）工事着手前

　（２）構造物(側溝等)施工後

　（３）工事完了後

　　受注者は、既存杭の確認を行い、写真、図面等で測量成果簿を作成し、提出するものとする。

　境界杭の確認等については、次のとおり実施するものとする。なお、既存杭に影響しない工事については、対象としないものとする。

　　受注者は、施工した構造物等と既存杭又は仮杭との位置を確認し、写真、図面等で測量成果簿を作成し、提出するものとする。

　　受注者は、施工した構造物等と既存杭又は仮杭との位置を確認し、写真、図面等で測量成果簿を作成し、提出するものとする。

２４）　構造物が越境した場合

　　　の是正

　施工した構造物が越境している場合についても、受注者は発注者が定めた期限までに是正するものとする。

　業務の実施に当たっては、人権を尊重するとともに、業務に関わる者が人権に配慮することができるよう努めること。

１）　仮　囲　い     設置しない　　    設置する　　　構造

　草加市環境マネジメントシステムに基づく取組に協力すること。

　また、現場事務所、工事現場の出入口の見やすい場所に適用標識（シール）を掲示すること。

　ただし、下請負者がこれと同等の制度などに加入している場合は除く。

　　　するとともに、所轄の警察署に通報すること。

　イ．検査終了後の期間

　　技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　ア．現場施工に着手するまでの期間

　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理

　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理

　受注者は、下請負者がいる場合は建設業退職金共済制度に基づき、建設業退職金共済証紙購入状況報告書及び実績報告書を提出すること。

　また、（一財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、その写しを速やかに監督員に提出しなければならない。

　ア．受注者及び受注者の下請業者が、不当要求行為を受けた場合又は不当要求行為による被害を受けた場合若しくは被害が発生するおそれがある場合は、市長に報告

　イ．受注者は、市及び所轄の警察署と協力し、不当要求行為の排除対策を講じること。

　草加市政における公正な職務執行の確保に関する条例（平成１９年条例第１６号）第６条及び草加市が締結する契約からの暴力団排除措置要綱（平成８年告示第１５５

号）第９条の規定に基づき、次の事項を遵守すること。

　［受注時は契約日から土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内、変更時は登録内容の変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内、竣工時は完成日

から土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内、訂正時は速やかに登録申請しなければならない。なお、変更時と竣工時の間が１０日間に満たない場合は、変更時の登録

を省略できる。］

　個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）を遵守すること。また、業務上知り得た事項を漏らしてはならない。

　受注者は、受注時又は変更時の工事請負代金額が５００万円以上の工事について、受注・変更・竣工・訂正時に工事実績データを作成し、監督員の確認を受け工事実績

　　技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

２　仮設工事

２５）　その他

ガードフェンス程度

カラーコーン・バー程度

単管下地（　　　　　　　　　　　）Ｈ＝　　　　　ｍ 、 Ｌ＝　　　　　ｍ程度

そ の 他（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　Ｌ＝　　　　　ｍ程度

    利用できない　    利用できる　（　 　   有償　　　    無償　）

    利用できない　    利用できる　（　 　　 有償　 　　　 無償　）

工事の施工上、撤去・移設を要する軽微なものは、本工事に含む。

    設置しない      　設置する　　［寸法（縦×横）１４００×１１００程度　色及び字体等は、十分協議の上、作成する］２）　工事用看板

３）　工事用水

４）　工事用電力

５）　障害物の処理

Ａ　質問回答書　　Ｂ　特記事項（図面に記載された特記事項を含む）　　Ｃ　設計図　　Ｄ　標準仕様書（最新版）

   谷塚中学校東・南側ブロック塀等改修工事

この工事は、設計図面、特記仕様書及び質問回答書に記載されていない事項は、全て次によるほか監督員の指示により施工する。

情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に登録申請しなければならない。

　請負代金額４，５００万円（建築工事一式である場合にあっては９，０００万円）以上の建設工事現場に置く主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について、

次のとおりとする。

６）　安全対策

(2)　ガードフェンスは、単管パイプ及び番線等で固定し、安全を考慮すること。

(3)　生徒の登下校時の通路については、学校、教育委員会及び当課と計画初期または必要に応じて協議し、安全を確保した計画・実施とすること。

(4)　施工に当たっては十分に現地を確認し、施工計画書等を作成の上、監督員の承諾を得てから施工すること。

(5)　本工事の施工場所は、民地と隣接しているため、飛散防止対策等を十分に行い施工すること。

図面番号

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ 設　計　年　月

No Scale
１

草加市総合政策部公共建築課

課 　長 課長補佐 担　当係　長 照　合

工事名 設計図

図面名称

谷塚中学校東・南側ブロック塀等改修工事

特記仕様書

１　工　　　 事 　　　名

１．８

３　外構改修工事
１）　撤去工事 (1)　コンクリートブロック塀及びコンクリートブロック控え壁の撤去は、人力・機械併用で行うものとする。

(2)　既存縦筋は、切断し撤去するものとする。

２）　土工事

令和7年(2025年)9月

２３．４

　　図示　　　　　　　設計ＧＬ＝現況ＧＬ　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

　 原状復旧すること。

(4)　隣地内の支障物がコンクリートブロック塀に近接しているため、損傷させないよう注意して作業を行うこと。また、損傷させた場合は受注者の責任において

３４．０

(3)　道路側、隣地側及び敷地側に解体したコンクリートガラ等が残らないよう十分注意し、作業を行うこと。

(2)　埋設管等が発見された場合、監督員と協議の上、破損しないように施工すること。また、損傷させた場合は、受注者の責任において原状復旧すること。

(1)　施工に必要な土は、既存土の根切り・埋戻しに加え、購入土（山砂の類）を新設し、転圧を行うものとする。



＝　工事車両出入口
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図示（A2）

設　　計　　年　　月

草加市総合政策部公共建築課

谷塚中学校東・南側ブロック塀等改修工事

案内図・配置図・仮設計画図（参考）
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改修範囲

令和7年(2025年)9月

特記事項

１．工事中は、生徒・学校関係者及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞや体育館等を利用する関係団体に対し、

　　十分に注意し工事を行うこと。

４．工事範囲は、適宜整理整頓すること。

５．立入禁止区域及び安全対策等について、適宜掲示すること。

６．工事期間中も、工事範囲外のｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等を生徒が使用するため、工事範囲内と

　　範囲外との区別を徹底し、安全に十分配慮するとともに、不用意に生徒が工事

　　範囲内に侵入しないよう管理を十分に徹底すること。

７．隣接している民地側から作業を行う際は、十分に調整を行うこと。

８．ｺﾞﾐ置場について、当該付近の作業中は発注者が指示する場所に移動すること。

９．仮設計画については、参考とする。

３．工事範囲及び道路については必要に応じ、養生及び清掃を行うこと。

凡例
＝　ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（H1800）

＝　ｶﾗｰｺｰﾝ・ﾊﾞｰ

＝　交通誘導警備員

配置図・仮設計画図（参考） S=1:600

改修場所

その他

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀

改修前

独立基礎・ﾌｪﾝｽ

□ ｺﾞﾐ置場（物干し竿、L4000程度）

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）8段積

○ 笠木ﾌﾞﾛｯｸ（W390×H70×D150）1段積

H鋼・ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板

○ 樹木抜根 幹周15～25㎝未満 1本

○ 樹木抜根 幹周40～60㎝未満 3本

▽ 控え壁 2箇所（W390×H190×D120）6段積

主な改修内容一覧

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）8段積

○ 笠木ﾌﾞﾛｯｸ（W390×H70×D150）1段積

▽ 控え壁 3箇所（W390×H190×D120）6段積

独立基礎・ﾌｪﾝｽ

H鋼・ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板

その他 ○ 樹木抜根 幹周15～25㎝未満 1本

○ 樹木抜根 幹周40～60㎝未満 5本

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀 ○ 笠木ﾌﾞﾛｯｸ（W390×H70×D150）1段積

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）8段積

▽ 控え壁 4箇所（W390×H190×D120）6段積

独立基礎・ﾌｪﾝｽ

土留めﾌﾞﾛｯｸ

H鋼・ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板

その他

○ 樹木抜根 幹周90㎝程度 1本、幹周110㎝程度 1本

○ 樹木抜根 幹周15～25㎝未満 2本、幹周40～60㎝未満 5本

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀 ○ 笠木ﾌﾞﾛｯｸ（W390×H70×D150）1段積

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）8段積

▽ 控え壁 10箇所（W390×H190×D120）6段積

□ 防球ﾈｯﾄ（H4700程度）

その他

凡例　　〇：撤去、　◎：新設、　▽：改修、　□：一時撤去･再取付

改
修
範
囲
①

改
修
範
囲
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改
修
範
囲
③

改
修
範
囲
④

① 6.9m

改修範囲④ 41.8m

② 10.8m
改修範囲

対象外
（13.6m）

改修範囲
③ 19.2m

植栽帯

相撲場

防
災
備
蓄
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庫

体育倉庫
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境
界
線

土留めﾌﾞﾛｯｸ

工
事
車
両
・
資
材
置
場

B'B

植込

As舗装

ｺﾞ ＝　ｺﾞﾐ置場（物干し竿、L4000程度）

＝　生徒・学校関係者用出入口

▽ 基礎爆裂（H100×W100程度）1箇所

▽ 基礎爆裂（H100×W100程度）3箇所

▽ 基礎爆裂（H100×W100程度）3箇所

○ 土留めﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D100）1段積＋基礎1段積、L20m程度

改修後

□ ｺﾞﾐ置場（物干し竿、L4000程度）

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）5段積

▽ 控え壁 2箇所（W390×H190×D120）4段積

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）5段積

▽ 控え壁 3箇所（W390×H190×D120）4段積

▽ 爆裂補修（H100×W100程度）錆止め共 1箇所

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）5段積

▽ 控え壁 4箇所（W390×H190×D120）4段積

▽ 爆裂補修（H100×W100程度）錆止め共 3箇所

▽ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（W390×H190×D120）5段積

▽ 控え壁 10箇所（W390×H190×D120）4段積

▽ 爆裂補修（H100×W100程度）錆止め共 3箇所

□ 防球ﾈｯﾄたくし上げ・復旧（H1000程度、L24.0m程度）

◎ 独立基礎（W350×H700×D350）、◎ 目隠しﾌｪﾝｽ

◎ 独立基礎（W350×H700×D350）、◎ 目隠しﾌｪﾝｽ

◎ 独立基礎（W350×H700×D350）、◎ 目隠しﾌｪﾝｽ

◎ H鋼（100×100×6×8）、◎ ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板（1495×300×60）2段

◎ H鋼（100×100×6×8）、◎ ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板（1495×300×60）2段

◎ H鋼（100×100×6×8）、◎ ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板（1495×300×60）2段

２．搬出入路等について、工事完了後、原状復旧すること。

＝　KBM（設計GL=±0）★

★



根切り

課 　長

工事名 設計図

図面番号

３

図面名称

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ 設　　計　　年　　月

図示（A2）

草加市総合政策部公共建築課

課長補佐 係　長 照　合 担　当

谷塚中学校東・南側ブロック塀等改修工事
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独立基礎ﾌﾞﾛｯｸ
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【改修前】改修範囲①・②・③・④（A-A′・B-B′・C-C′）詳細図　S=1:20

笠木ﾌﾞﾛｯｸ

改修範囲①・②・③断面図
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▽ GL④

改修範囲④　断面図

700350 350

【改修後】改修範囲①・②（A-A′）詳細図　S=1:20

（PCｺﾝｸﾘｰﾄ製）
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鋼製目隠しﾌｪﾝｽ仕様【JKB-MA型 H1800同等品以上 上部ﾊﾟﾈﾙのみ】

改修範囲①の北側門扉付近については、ﾌｪﾝｽ端部を300㎜程度羽出しとする。
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改修範囲③のみ
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▽ GL①・② KBM+300 ▽ GL①・② KBM+300

▽ GL①・② KBM+300

▽ GL③ KBM+100



敷地側

鋼製目隠しﾌｪﾝｽ

課長補佐

工事名 設計図

図面番号

４

図面名称

草加市総合政策部公共建築課

図示（A2）

課 　長 係　長 照　合 担　当Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ 設　計　年　月

谷塚中学校南・東側ブロック塀等改修工事
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【改修後】改修範囲④（C-C′）詳細図　S=1:20

▽ GL④ ▽ GL④ ▽ GL④ ▽ GL④

【改修後】改修範囲③（B-B′）詳細図　S=1:20
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鋼製目隠しﾌｪﾝｽ

独立基礎ﾌﾞﾛｯｸ
（PCｺﾝｸﾘｰﾄ製）

購入土新設、根切り埋戻し
防草ｼｰﾄ（ｼｰﾄ押さえ共）t1.0㎜新設

1495×300×60
ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板 2段

購入土新設、根切り埋戻し
防草ｼｰﾄ（ｼｰﾄ押さえ共）t1.0㎜新設

1495×300×60
ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板 2段

ｺﾝｸﾘｰﾄ矢板 2段

既存の土 既存の土

▽ GL③ KBM+100 ▽ GL③ KBM+100


